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１．目的  

コンクリート構造物の老朽化が進む現在，構造物の長寿命化を目指した設計・維持管理の重要性が注目され，

それに関する研究や開発が盛んに行われている．その中でコンクリート床版に着目すると，コンクリート床版は

水分の存在により耐久性が著しく低下することが報告されている 1)．このことから，コンクリート床版の長寿命化

を図るため，路面方向から床版面への水分を遮断するような防水層の役割が注目されている． 

床版防水層の設計に際しては，防水という目的特性以外に，車両走行下での機械的な特性も考慮する必要があ

ると考えられる 2),3),4)．本研究では，走行面からの機械的な負荷を想定したときの床版防水層の受ける負荷に着目

し，床版防水層の評価及び仕様選択のシステム開発を行うことを目的とした 5),6)． 

２．システムの考え方  

本システムでは，コンクリート床版面の防水層を対象とし，走行面からの機械的な負荷を想定したときの床版

防水層の受ける負荷を応力解析した結果を利用している 2),3),4)． 

基本的に，a)防水層の評価，b)防水層材料の選択，という二つの機能に分けて構成した．特定の防水材料を評価

したい場合，防水層や舗装部などの季節による力学特性の変動を考慮したい場合，そして走行時の負荷を想定し

た防水層の付着特性の寿命予測をしたい場合は，ユーザーデータベースの入力値を用いて行うこととした．また，

防水層の評価においては，床版にたわみやひび割れがある場合といった好ましくない状態の考慮も行った． 
３．システムの概要  

3.1 各コンポーネントの処理内容 

(1)コンポーネント A：入力 

コンポーネント A では条件の入力を行う．基本的な入力項

目としては，アスファルトの仕様，輪荷重の負荷条件，防水

材の付着に関わる要求特性の 3 つがある． 

(2)コンポーネント B：評価 

コンポーネント B では防水層の性能評価を行う．コンポー

ネント A，B，C で入力した材料の仕様と設定値を用いて，輪

荷重に対する性能評価，設定値の変動に対する性能評価，発

生応力の性能照査，付着の寿命予測を行う． 

(3)コンポーネント C,D,E：防水層の仕様選択 

コンポーネント C では防水層の種類を選択しない場合，コ

ンポーネント Eでは種類を選択した場合の仕様範囲(ヤング率

と厚さ範囲)を表示する．コンポーネント D では防水層の種類

を，不陸性，施工可能な厚さなどの要求性能によりレベル分

割された種類の中から選択していく．コンポーネント E では

一定条件下での防水層の厚さやヤング率の仕様を決定する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 システムのフロー 

 キーワード コンクリート床版，防水層，力学評価，仕様選択システム，寿命予測 
  連絡先 ミツワ電器 〒755-8611 山口県宇部市常盤台 2-16-1 山口大学工学部 YUBIS210 

6-063 土木学会第63回年次学術講演会(平成20年9月)

-125-



(4)コンポーネント F,G,H：好ましくない条件下での性能照査と材料選択 

コンポーネント F では季節や施工時における条件の変動を検討する．またコンポーネント G では，たわみ，ひ

び割れといった好ましくない条件を想定したときの照査を行う． 

(5)コンポーネント I：出力 

コンポーネント I では結果の出力を行う．  

3.2 システム画面  

 図-2 から図-4 に開発したシステムの画面例を示す．図-2 は入

力画面(コンポーネント A)，図-3 は評価を行う画面(コンポーネ

ント B)，図-4は仕様選択を行う画面(コンポーネント E)である． 
3.3 データベースの取り扱い 

 本システムでは特定の防水材料を評価する場合を想定し，評

価対象とする材料についてわかっている特性，例えば温度特性

などを入力するデータベースを用意した．このデータベースの

入力により，季節変動を考慮した評価や防水層の付着特性の寿

命予測を行えるようにした． 

3.4 寿命予測の考え方 

 防水層の付着の寿命予測は，図-5 のような予測曲線をもとに

して，防水層での発生応力が付着強度に対してどの程度の大き

さであるかをもとに考えた．この割合について，繰り返し性に

対して許容できるレベルを INDEX として入力するようにした． 

４．まとめ 

 本研究ではコンクリート床版における防水層材料の評価・選

択システムの開発を行った．本検討では，材料の評価・選択を

行う際にデータベースの利用方法を工夫し，さらに付着性能の

寿命予測も取り入れたシステムとして構築した． 
本研究成果は，河村宜明氏の修士研究論文の一部である．こ

こに記して，関係各位に謝意を表する． 
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図-2 入力画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 評価画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 仕様選択画面 
 
 
 
 
 

図-5 寿命曲線の考え方 
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